
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 第一回のワークショップで集まった地区の「困りごと」や「自慢」
を踏まえ、第二回のワークショップでは、「困りごとを解決するとど
んな地区になるか」「今ある魅力や取組みを生かして、どんな地区に
していきたいか」を話し合いました。 
その後、目指す地区になるために「今、地区や自分でやっているこ

と」「今後、自分がやってみたいこと」「自分でなくてもやったほうが
いいこと」などのアイデアを出し合い、「地区で目指す姿」「具体的な
取組みの例」としてまとめました。 

 

荒尾地区 

第二回ワークショップレポート 

日時：９月 20 日（金）18 時 30 分～ 
場所：東宮内公民館 
参加者数：13 名 

 
 

【荒尾地区の参加状況】 

 



 ■荒尾地区で話し合った目指す姿と具体的な取組みの例 

(目指す姿)

対策の方向性①

対策の方向性②

対策の方向性③

対策の方向性④

　

　

散歩道など公園施設の充実

花壇の水やりなど美化作業に参加

公園化等の要望を市にあげる

環境学習ができる施設

農業法人を作りさつまいもづくり（焼酎づくり）

埋立地活用「芝桜公園」に許可がほしい

具体的な取組み③

あいのりタクシーを乗りこなす埋立地を活用して農業法人（稼げる自治会）

子ども会、老人会とのイベント

大企業の誘致

健康体操

小型バスに変えて便数を増やす

防災意識が高い

健康維持旅行 芝桜公園に

養殖場外の開放（月１、２回）

行政が先頭で地域を順番に整備

空き家の整備・改善

ボランティアが多い 大きな企業が来て経済的に潤う 海の開放

楽しく派手なイベントが多い 健康意識が高い 空き家・埋立地の活用

（地区全体の方針）　　「住みやすく」「交流が活発」なまち

「地域資源を活用する」まち「暮らしやすい」まち「交流が活発」なまち

世代間、区間のコミュニケーションがある
交通の便がいい・車がなくても生活できる

買い物に便利
屋形山・公園施設の整備

一人暮らしのみまもり隊・訪問

いきいきサロンの人たちのイベント参加

屋形山の公園化荒尾地区小型バスの定期便

バスの便がいい

具体的な取組み④

道路の見晴らしを良くする（木の剪定など）

海の開放に許可がほしい

空き家の活用

買い物支援活動

防犯灯

見守り活動

コミュニテイカフェ

現在の行事の継続

音と光の祭典の継続

囲碁の市長杯開催

地域で困っているところをボランティアで作業

具体的な取組み①

具体的な取組み②

公民館のリフォーム

「教育に力をいれる」まち

教育レベルが高く子育てしやすい

学習支援

こども食堂（フードバンク）

子どもとのふれあいイベント

課②

課②

課③

課④

課③

魅①魅②

魅②

課①

課②魅②

課①課②

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

課③ 魅③

課④ 魅④

課⑤

２　地域活動が盛ん
・花いっぱい運動（グリーンアベニューや花の道プロ
ジェクト）を頑張っている
・音と光のプロジェクトなど地域活動が盛ん
・公民館活動が盛ん

魅①

魅②地区の
課題

地区の
魅力

・高齢化率26.1％（市内12位）

課①

課②

３　環境が良い
・街灯が充実
・飲食店が多い
・自転車道路がある

１　誇れる資源がある
・宮崎兄弟生家（３）
・海（マジャク釣りなど）（２）

３　地域資源が活用されていない
・宮崎兄弟生家の表示がわかりにくい
・空き地が活用されていない

・バスのダイヤが少なく、免許返納支援もない

・燃えるゴミの収集場所が汚くなっている

１　安全ではない
・空き家の増加、放置が多い（３）
　雑草増加の原因になっている
・捨て猫・捨て犬が多い（３）
・イノシシがでる（２）

２　自治会への参加が少ない
・自治会役員のなり手が少ない（２）
・イベント参加者が少ない
　特に若者の参加が少ない

　【行政にしてほしいこと】

・地区を順番化して整備

・公園の整備

・埋立地の活用で「芝桜公園」に許可が欲しい

・空家の整備

・バスを小型バスにかえて便数を増やす

・交通の利便性、道路を拡充し、周囲を剪定して

　見晴らしをよく

　　

　

　

　

　

　

　

　

　


